
  

１．平成22年12月期第２四半期の連結業績（平成22年１月１日～平成22年６月30日） 

  

  

（２）連結財政状態 

  

２．配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無：無 

  

３．平成22年12月期の連結業績予想（平成22年１月１日～平成22年12月31日） 

（注）当四半期における業績予想の修正有無：有 
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  （百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

22年12月期第２四半期  8,114  12.9  196  －  225  －  62  －

21年12月期第２四半期  7,185  △1.7  △256  －  △221  －  △261  －

  
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

22年12月期第２四半期  6  41  －      

21年12月期第２四半期  △28  33  －      

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

22年12月期第２四半期  17,881  7,861  43.8  784  13

21年12月期  19,336  7,549  38.9  814  23

（参考）自己資本 22年12月期第２四半期 7,833百万円 21年12月期 7,516百万円

  
年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

21年12月期  6  00  6 00 6 00 6 00  24  00

22年12月期  6  00  6 00

22年12月期（予想） 6 00 6 00  24  00

  （％表示は対前期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期  16,000  6.8  360  －  360  －  120  －  12  19



４．その他（詳細は、［添付資料］Ｐ．３「その他の情報」をご覧ください。） 

（１）当四半期中における重要な子会社の異動 ：無 

新規   －社 （      －）                   、除外  －社  （     －） 

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用：有 

（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

①  会計基準等の改正に伴う変更：有 

②  ①以外の変更              ：無 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作

成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

  

（４）発行済株式数（普通株式） 

  
  

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きの対象外であり、この四半期決算

短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きは終了しております。 

  

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

 なお、業績予想に関する事項は、[添付資料]Ｐ．３「（３）連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。

  

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年12月期２Ｑ 9,990,000株 21年12月期 9,990,000株

②  期末自己株式数 22年12月期２Ｑ －株 21年12月期 758,600株

③  期中平均株式数（四半期累計） 22年12月期２Ｑ 9,696,618株 21年12月期２Ｑ 9,231,400株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用環境が最悪期を脱し、個人消費、設備投資を中心とする

内需が底入れの兆しが見え始めているものの、原材料価格の高騰懸念やグローバルな金融リスク等の景気下ぶれリ

スクにより先行き不透明感が出てきております。印刷業界におきましても、景気の悪化による企業の広告宣伝費の

削減、それに伴う企業間競争の激化、スマートフォンや電子書籍等の情報コミュニケーションの多様化に伴う需要

の変化等厳しい経営環境に立たされようとしております。このような状況のもと、当社企業グループは、一体とな

って新規顧客開拓、店舗ならびに外交営業の活発化を図ってまいりました。また、企業グループ内における、販売

と製造の効率化・合理化、取扱い商材の開発・拡充、品質の向上を積極的に推し進めるとともに、店舗網の見直し

や内製化の推進による外注費の抑制、販売費及び一般管理費の削減など構造改革に取り組んでまいりました。 

 その結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は81億14百万円(前年同期比12.9％増)、営業利益１億96百万円

(前年同期は２億56百万円の損失)、経常利益２億25百万円(前年同期は２億21百万円の損失)、四半期純利益62百万

円(前年同期は２億61百万円の損失)となりました。 

  

事業の種類別セグメントの業績は次のとおりです。  

＜印刷関連事業＞  

（サービス事業部門） 

 サービス事業部門におきましては、ＤＴＰ出力サービス及びオンデマンド印刷サービスの売上が前年を下回った

ものの、サインディスプレイ関連の受注が復調してきたこと、また前年度に子会社化いたしました株式会社キャド

センターの売上が加わった結果、当事業部門の売上高は48億31百万円(前年同期比10.5％増)となりました。  

  

（印刷事業部門） 

 印刷事業部門におきましては、需要低迷による受注競争により受注単価の下落傾向は続いておりますが、サービ

ス事業部門の顧客からのオフセット印刷受注が増加したこと、前年度に子会社化いたしました株式会社タイヨーグ

ラフィックの売上が加わった結果、当事業部門の売上高は32億54百万円(前年同期比17.3％増)となりました。  

  

＜不動産賃貸事業＞  

（不動産賃貸部門）  

 当事業部門の売上高は27百万円(前年同期比22.9％減)となりました。  

  

 （２）連結財政状態に関する定性的情報 

① 資産、負債及び純資産の状況 

 当第２四半期連結会計期間末における総資産は178億81百万円となり、前連結会計年度末より14億54百万円の減

少となりました。 

 これは主に、現金及び預金の減少額７億７百万円、受取手形及び売掛金の減少額２億94百万円、建物及び構築物

の減少額２億３百万円、土地の減少額１億58百万円によるものです。 

 当第２四半期連結会計期間末における負債合計は100億20百万円となり、前連結会計年度末より17億66百万円の

減少となりました。 

 これは主に、短期借入金の減少額14億円によるものです。  

 当第２四半期連結会計期間末における純資産は78億61百万円となり、前連結会計年度末より３億11百万円の増加

となりました。  

 これは主に、自己株式の処分による増加額３億25百万円によるものです。  

  

② キャッシュ・フローの状況  

 当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末より

７億14百万円減少し、16億97百万円となりました。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動の結果得られた資金は８億３百万円（前年同期比１億21百万円増）となりました。  

 これは主に、減価償却費５億18百万円、売上債権の減少額２億94百万円の資金の増加によるものであります。  

（投資活動によるキャッシュ・フロー）  

 投資活動の結果使用した資金は４億32百万円（前年同期比１億36百万円増）となりました。  

 これは主に、無形固定資産の取得による支出２億71百万円及び子会社株式の取得による支出２億２百万円による

ものであります。  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報
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（財務活動によるキャッシュ・フロー）  

 財務活動の結果使用した資金は10億86百万円（前年同期比１億97百万円増）となりました。  

 これは、長期借入れによる収入５億円及び自己株式の売却による収入３億69百万円の資金増加、短期借入金の純

減少額14億円、長期借入金の返済による支出４億39百万円、配当金の支払額１億16百万円の資金の減少によるもの

であります。  

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 業績予想の修正については、本日(平成22年８月13日)公表の「平成22年12月期第２四半期累計期間及び通期業績

予想の修正に関するお知らせ」を参照して下さい。  

  

（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

① 簡便な会計処理  

・固定資産の減価償却費の算定方法  

 定率法を採用している資産については、当連結会計年度に係わる減価償却費の額を期間按分して算定してお

ります。 

・一般債権の貸倒見積高の算定方法  

 貸倒実績率が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度末に

おいて算定した貸倒実績率を使用して一般債権の貸倒見積額を算定しております。 

・退職給付費用の算定方法 

 退職給付費用は、期首に算定した当連結会計年度に係わる退職給付費用の額を期間按分して計上しておりま

す。 

・税金費用の計算 

 税金費用は、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定して計算しております。 

・繰延税金資産の算定方法 

 繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発

生状況に著しい変化がないと認められる場合には、前連結会計年度末において使用した将来の業績予測やタッ

クス・プランニングを利用する方法によっており、前連結会計年度末以降に経営環境等に著しい変化がある

か、又は、一時差異等の発生状況に著しい変化が認められた場合には、前連結会計年度末において使用した将

来の業績予測やタックス・プランニングに当該著しい変化の影響を加味したものを利用する方法によっており

ます。  

② 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理  

 該当事項はありません。  

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

① 会計処理基準に関する事項の変更  

・受注制作のソフトウェア開発に係る収益及び費用の計上基準の変更 

 一部の連結子会社において、受注制作のソフトウェア開発に係る収益及び費用の計上基準については、従

来、工事完成基準を採用しておりましたが、「工事契約に関する会計基準」(企業会計基準第15号 平成19年

12月27日)及び「工事契約に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第18号 平成19年12月27日)

を第１四半期連結会計期間より適用しております。第１四半期連結会計期間に着手した受注制作のソフトウェ

アから、当第２四半期連結会計期間末までの進捗部分について成果の確実性が認められる契約については工事

進行基準（進捗率の見積りは原価比例法）を、その他の契約については工事完成基準を適用することとしてお

ります。  

 これによる損益に与える影響はありません。  

・企業結合に関する会計基準等の適用  

 当第２四半期連結会計期間より「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成20年12月26

日）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）、「『研究開発費等に 

係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第23号 平成20年12月26日）、「事業分離等に関する会計基準」

（企業会計基準第７号 平成20年12月26日）、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年12

月26日）及び「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号

２．その他の情報
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平成20年12月26日）を適用しております。  

② 表示方法の変更  

（四半期連結貸借対照表関係）  

  前第２四半期連結会計期間において、投資その他の資産の「その他」に含めて表示しておりました「敷金

及び保証金」（前第２四半期連結会計期間777,281千円）につきましては、重要性が増したため、当第２四半

期連結会計期間では区分掲記しております。  

（四半期連結損益計算書関係）  

  前第２四半期連結累計期間において、販売費及び一般管理費の「その他」に含めて表示しておりました

「退職給付費用」（前第２四半期連結累計期間27,170千円）につきましては、重要性が増したため、当第２

四半期連結累計期間では区分掲記しております。 

  前第２四半期連結累計期間において区分掲記しておりました 営業外費用の「出資金運用損」（当第２四半

期連結累計期間6,597千円）は、重要性が低いため、営業外費用の「その他」に含めて表示しております。  

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）  

  前第２四半期連結累計期間において、のれん償却額及び負ののれん償却額は両者を相殺した差額を「のれ

ん償却額」として掲記しておりましたが、のれん償却額について重要性が増したため、当第２四半期連結累

計期間では「のれん償却額」及び「負ののれん償却額」（前第２四半期連結累計期間 39,213千円）を区分

掲記しております。  

  前第２四半期連結累計期間において区分掲記しておりました 営業活動によるキャッシュ・フローの「長期

前払費用償却額」（当第２四半期連結累計期間 1,755千円）は、重要性が低いため、営業活動によるキャッ

シュ・フローの「その他」に含めて表示しております。  
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,706,530 2,413,651

受取手形及び売掛金 3,590,214 3,884,847

商品及び製品 11,032 24,270

仕掛品 99,855 80,439

原材料及び貯蔵品 187,801 193,639

繰延税金資産 91,776 85,993

その他 232,929 281,425

貸倒引当金 △136,201 △149,060

流動資産合計 5,783,940 6,815,206

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 1,471,550 1,674,921

機械装置及び運搬具（純額） 1,890,939 2,184,740

土地 5,083,220 5,242,151

その他（純額） 93,578 108,750

有形固定資産合計 8,539,288 9,210,562

無形固定資産   

のれん 1,437,751 1,279,741

その他 655,440 469,074

無形固定資産合計 2,093,191 1,748,815

投資その他の資産   

投資有価証券 494,944 474,424

長期貸付金 13,940 29,070

繰延税金資産 142,664 156,079

敷金及び保証金 678,373 770,799

その他 190,317 197,632

貸倒引当金 △54,664 △65,729

投資その他の資産合計 1,465,575 1,562,276

固定資産合計 12,098,055 12,521,654

資産合計 17,881,995 19,336,860
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年12月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 518,350 567,904

短期借入金 4,200,000 5,600,000

1年内返済予定の長期借入金 913,332 843,332

未払法人税等 27,174 36,591

賞与引当金 41,650 46,300

繰延税金負債 93 3,914

その他の引当金 82,036 －

その他 744,388 1,066,179

流動負債合計 6,527,026 8,164,222

固定負債   

長期借入金 3,150,503 3,159,669

退職給付引当金 218,931 200,750

役員退職慰労引当金 2,500 2,500

繰延税金負債 14,875 14,696

負ののれん 43,569 82,782

その他 63,424 162,795

固定負債合計 3,493,803 3,623,193

負債合計 10,020,830 11,787,416

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,279,600 1,279,600

資本剰余金 1,359,329 1,315,700

利益剰余金 5,194,546 5,247,767

自己株式 － △325,808

株主資本合計 7,833,475 7,517,258

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 1 △747

評価・換算差額等合計 1 △747

少数株主持分 27,688 32,931

純資産合計 7,861,165 7,549,443

負債純資産合計 17,881,995 19,336,860
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（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年１月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年１月１日 
 至 平成22年６月30日) 

売上高 7,185,615 8,114,104

売上原価 5,694,487 5,887,996

売上総利益 1,491,128 2,226,108

販売費及び一般管理費   

運搬費 130,245 117,372

給料及び手当 688,288 763,978

賞与引当金繰入額 38,417 16,270

役員退職慰労引当金繰入額 1,350 －

退職給付費用 － 37,612

貸倒引当金繰入額 56,654 11,997

その他 833,017 1,082,845

販売費及び一般管理費合計 1,747,974 2,030,076

営業利益又は営業損失（△） △256,845 196,031

営業外収益   

受取利息 2,596 881

受取配当金 2,535 2,447

受取地代家賃 22,871 16,230

負ののれん償却額 39,213 40,827

その他 31,076 27,890

営業外収益合計 98,292 88,276

営業外費用   

支払利息 43,097 43,736

出資金運用損 10,955 －

その他 9,213 15,435

営業外費用合計 63,266 59,172

経常利益又は経常損失（△） △221,819 225,136

特別利益   

固定資産売却益 8,118 57,962

債務免除益 36,000 －

過年度損益修正益 － 11,410

その他 16,964 1,579

特別利益合計 61,083 70,952

特別損失   

固定資産売却損 32,547 11,088

固定資産除却損 16,483 30,712

投資有価証券評価損 － 53,306

事業構造改革費用 － 135,584

その他 4,822 1,052

特別損失合計 53,852 231,744

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△214,588 64,344

法人税、住民税及び事業税 13,149 16,112

法人税等調整額 33,825 3,442

法人税等合計 46,975 19,554

少数株主損失（△） － △17,318

四半期純利益又は四半期純損失（△） △261,563 62,107
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年１月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年１月１日 
 至 平成22年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

△214,588 64,344

減価償却費 643,384 518,927

のれん償却額 △21,518 56,541

負ののれん償却額 － △40,827

長期前払費用償却額 294 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） 41,761 △23,924

賞与引当金の増減額（△は減少） △2,772 △4,650

退職給付及び役員退職慰労引当金の増減額（△は
減少）

△45,205 18,181

事業構造改革費用 － 135,584

受取利息及び受取配当金 △5,132 △3,328

支払利息 43,097 43,736

投資有価証券評価損益（△は益） － 53,306

有形固定資産売却損益（△は益） 24,428 △46,874

固定資産除却損 16,483 30,712

売上債権の増減額（△は増加） 451,894 294,632

たな卸資産の増減額（△は増加） 22,500 △341

仕入債務の増減額（△は減少） △47,722 △49,553

破産更生債権等の増減額（△は増加） △21,719 11,065

その他 △261,952 △190,701

小計 623,231 866,832

利息及び配当金の受取額 3,252 3,109

利息の支払額 △34,633 △40,840

法人税等の支払額 △2,176 △25,273

法人税等の還付額 93,020 －

営業活動によるキャッシュ・フロー 682,695 803,826

投資活動によるキャッシュ・フロー   

子会社株式の取得による支出 － △202,092

有形固定資産の取得による支出 △381,943 △290,000

有形固定資産の売却による収入 138,027 339,786

無形固定資産の取得による支出 △37,434 △271,971

投資有価証券の取得による支出 △1,001 △100,665

投資有価証券の売却による収入 1,200 19,300

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による
支出

△22,995 －

貸付けによる支出 △30,000 △40,000

貸付金の回収による収入 56,902 16,281

敷金及び保証金の差入による支出 △44,834 △57,665

敷金の回収による収入 113 156,703

その他 26,092 △2,439

投資活動によるキャッシュ・フロー △295,873 △432,763
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年１月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年１月１日 
 至 平成22年６月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 83,750 △1,400,000

長期借入れによる収入 100,000 500,000

長期借入金の返済による支出 △960,741 △439,166

自己株式の売却による収入 － 369,438

配当金の支払額 △111,536 △116,276

財務活動によるキャッシュ・フロー △888,527 △1,086,004

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △501,705 △714,941

現金及び現金同等物の期首残高 1,815,051 2,411,947

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,313,346 1,697,006
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  該当事項はありません。 

  

  

 当社は、平成22年３月12日を払込期日とする第三者割当による自己株式の処分を実施いたしました。 

 この結果、資本剰余金は43,629千円増加し、1,359,329千円となりました。また自己株式は、325,808千円減少

し、当第２四半期連結会計期間末において当社の保有する自己株式は存在しません。  

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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